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アプリケーションレポート No.CDA-SCJ 11003 

CDA-1000 測定試料の温度の影響（ブランク値） 

作成：2012 年 01 月 1/2

１．はじめに ３．測定結果 

1) 解析条件 

L.ディスクリ ：0.647μm 

U.ディスクリ ：15.00μm 

（ブランク測定と同じ） 

 

2) 結果 

(1)試料温度の変化 

図 1に測定時間毎の試料温度の変化をグラ

フで示す。 

測定に用いられる試料は、機器に接続している試薬

セルパックを用いて希釈してから測定することを

基本としており、測定試料温度はほぼ室温であるこ

とが多い。しかし、試料の保存・培養・処置などが

行われる温度条件は様々であり、測定対象によって

は、室温と異なる試料温度での測定を望まれる場合

もある。 

測定試料の温度と室温（＝機器内部の液温）が異な

る場合について、希釈液のみを測定した場合の値

（ブランク値）への影響について検討したので報告

する。 

 
図 1-1 冷蔵(4℃)から室温放置 

  
図 1-2 50℃から室温放置 

4℃、50℃ともに、緩やかな曲線を描いて室温

に向かって温度変化している。 

 (2)カウント数の変化 

図 2に測定時間毎の測定カウント数の変化

をグラフで示す。 

縦軸：50μL（測定条件分析量）あたりのカ

ウント数 

横軸：室温に放置してからの経過時間（分）

 
図 2-1 冷蔵(4℃)から室温放置 

 

 

２．検討内容 

1)試料 

生理食塩水 

調製後にフィルター（0.22μm）でろ過をし

たもの 

 

2)温度条件 

(1) 4℃ 

冷蔵庫で保冷 

(2) 50℃ 

恒温水槽で保温 

 

3)測定条件 

(1) 室温 

25℃ 

(2) 測定試料 

100mL 容プラスチックボトルに試料を分注

し、気泡の影響を避けるために一日以上室

温保管する。 

測定前にボトルのまま 4℃もしくは 50℃に

保温する。ボトル内試料の温度が均一とな

るよう十分な時間を確保する。 

測定開始時に 4℃もしくは 50℃からボトル

を取り出して室温にて静置する。 

10 分毎に、泡立たないようにゆっくりと撹

拌しボトル内試料の温度が均一となるよう

にしてから測定用試料をディスポビーカー

（DB-1）に採取する。 

対照として、室温で保管していた試料を測

定する。 

(3) 装置条件 

アパチャー ：25μm 

X 軸    ：粒子径 

分析量   ：50μL 
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これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の
測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。 
    

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

 
図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

 
図 9 CDA-1000（トレンドグラフ） 

 
図 10 S.pombe 経時変化 

 
 
 
 

図 4に 50℃から室温放置した場合の粒度分

布（抜粋）を示す。 

図 4-1  50℃から室温放置(0 分) 

図 4-2  50℃から室温放置(20 分) 

図 4-3  50℃から室温放置(40 分) 

図 4-4  50℃から室温放置(室温保存試料) 

 

３．考察 

試料温度と室温に大きな差があるとブランク値

が高くなることがわかった。液温によって電気の

通りやすさが異なるので、試料と内部液との境界

で抵抗が生じて擬似的にカウントされたと考え

る。温度差が 10℃程度になると室温保存試料と同

等なカウント数になったことから、実際の試料測

定においては温度差を 10℃未満に調整すること

を推奨する。 

 

 

 
図 2-2 50℃から室温放置 

4℃、50℃ともに、放置時間が経過し試料温度

が室温へ近づくにつれてカウント数は減少し

て、4℃では 50 分、50℃では 30 分経過した時

点で室温保存試料と同程度のカウント数にな

った。 

(3)粒度分布 

図 3に 4℃から室温放置した場合の粒度分布

（抜粋）を示す。 

図 3-1  4℃から室温放置(0 分) 

図 3-2  4℃から室温放置(30 分) 

図 3-3  4℃から室温放置(60 分) 

図 3-4  4℃から室温放置(室温保存試料) 
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